


申込方法
往復ハガキに1～5の必要事項（希望者全員分）をご記入の上、郵送してくださ

い。なお、下記の注意事項を必ずご確認・ご了承の上でお申込みください。     　
1 氏名（ふりがな）　2 年齢　3 住所（郵便番号含む）  4 電話番号　
5 このイベントの情報を入手した場所・理由（〇〇でチラシを見た等）

宛先
〒662-0918 西宮市六湛寺町10-11 西宮市文化振興財団
「大人のための読み聞かせ」係

締切
2021年3月10日（水）必着

注意事項

※未就学児の入場はご遠慮ください。　※ハガキ1枚に2名までとし、重複申込は無効です。

※“消せるボールペン”は使用しないでください(返信時に消える可能性あり）。

※申込多数の場合は抽選とし、当落の結果は3月15日以降に発送します。

※3月19日までに当落の結果連絡がない場合はお問合せください。

※来場に際しての介添者も参加希望人数に含まれます。

※お預かりした個人情報は本事業及び当財団主催事業のご案内にのみ使用いたします。

※当日、主催者・マスコミ等が、写真・動画撮影・録音・見学・取材等を行います。また主催

　者等は、この事業を紹介することを目的に、参加者の写真・映像・コメント等を加工せずウェ

　ブサイト(Twitter等SNSを含む)やチラシ等広報媒体、一般に流布するメディアで使用し

　ます。

～新型コロナウイルス感染防止のために～

・感染の拡大状況によっては、催しの中止・延期、内容や申込等に変更が生じる場合があります。 
  詳細および最新情報は、公益財団法人西宮市文化振興財団ホームページ等でご確認ください。
・中止・延期の場合、当財団よりご案内を致します。
  ※中止の連絡がなかった場合も、前日または当日に必ずホームページ等で実施の可否をご確認ください。

西宮市文化振興財団ホームページ

みなさまが安心・安全に文化芸術をお楽しみいただけるよう、取り組んでまいります。ご理解、ご協力のほどお願い申し上げます。
なお、今後の感染状況や国・県や市の要請・方針等により、内容が変更となる可能性があります。

事業課　0798-33-3146（平日 9:00～17:30）

入場前検温で37.5℃以上
の発熱、または平熱比１℃
超過が認められた方。

３７．５℃
︖ ２週間以内に発熱、咳等

の風邪症状、全身倦怠感、
味覚・嗅覚障害等がある
方。

２週間以内に入国制限等
が必要な国や地域を訪問さ
れた方、また当該在住者
と濃厚接触された方。

2週間以内に、新型コロナ
ウイルス感染症陽性者と濃
厚接触された方。

次に該当される方はご鑑賞・ご参加をお断りいたします

マスクを着用（一部フェイ
スシールドや手袋も着用）
します。

会場内の清掃、除菌（一部
抗菌）を徹底して行います。

会場内の換気を最大限行
います。寒暖に備えた準備
をお願いいたします。

会場の入口に非接触の体
温検知機を設置し、入場前
に検温を行います。

・開場時間を通常より早く設定する場合がございます。
・密集を避けるため、開場時刻を早める場合がございます。　
・入場時の受付を簡略化し、接触機会を減らします。
  （係員による参加証目視確認後、会場にお入りください）
・退場時の密集を避けるため「規制退場」を行う場合がございます。　

わたしたちの取り組み

会場内各所に消毒液を設置
します。　

日頃より手洗い、手指消毒
の励行、体温管理を行いま
す。 

感染予防のためにご協力をお願いいたします

西宮市「LINEコロナお知らせシステム」、厚生労働省「新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）」の積極的なご登録、ご利用をお願いいたします。

万が一、クラスターが発生し
た場合、公的機関の要請に
応じてお客様の氏名や連
絡先等を提供いたします。

出演者へのプレゼント、楽
屋見舞い、面会、出待ち等
はお控えください。

「ブラボー」等の声援はお
控えいただき、盛大な拍
手をお願いいたします。

お 客様同士の接触や 大
声での会話はお控えくだ
さい。

入場制限や指定席もしくは
座席の間隔を空けてお座
りいただく場合がございま
す。

人と人との適切な距離
(ソーシャルディスタンス)を
確保してください。

手指の消毒、こまめな手洗
い、咳エチケットにご協力
ください。

マスク（マウスシールド不可）
をご着用ください。未着用
の方は、ご鑑賞・ご参加い
ただけません。

奥野晃士
（おくの・あきひと）
　

兵庫県淡路島出

身。2014年より

スイス在住。00

年よりSPAC-

静岡県舞台芸術

センターに所属。

主な作品は、鈴木忠志演出『イワーノ

フ』(イワーノフ役)、宮城聰演出『夜

叉ヶ池』(山沢学円役)『寿歌』(ゲサ

ク役)など。自ら開発した新表現「動

読(どうどく)」も注目を集める。また

「リーディング・カフェ」など新企画の

立案や、街援隊アートムーブを結成し

「歴史演談お寺ツアー」や「歴チャ〜」

など、地域の歴史に焦点を当てた新企

画を展開。

西宮では、2017年より高須・生瀬・浜

脇・香櫨園で上演し大好評を博してい

る。

【ブログ】

おくぬ～の『来た球を打つ！』


